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2.	無線LANの規格

無線LANは数十メートル程度の範囲での高速データ通信に適した無線アクセス
方式として、1990年代初頭に設立された IEEE 802.11ワーキンググループで標準規
格の策定が開始されました。現在、主に利用されている無線LANの通信規格は以下
の4点です。

表1.4.1　無線LAN通信規格の詳細

通信規格 周波数帯 制御方式 変調方式 最大速度 策定年
IEEE 802.11a 5GHz帯

CSMA/CA

OFDM 54Mbps 1999年
IEEE 802.11b 2.4GHz帯 CCK 11Mbps 1999年
IEEE 802.11g 2.4GHz帯 OFDM 54Mbps 2003年
IEEE 802.11n 2.4G/5GHz帯 OFDM 600Mbps 2009年

3.	無線LAN通信規格の用語解説

周波数帯・制御方式・変調方式について解説した後に各通信規格について解説し
ます。

周波数帯
無線LAN向けの通信規格は主に2.4GHz帯と5GHz帯が利用されます。

2.4GHz帯
ISM（Industry Science Medical）バンドと呼ばれる周波数帯で、産業科学医療
バンドと呼ばれることもあり、さまざまな分野の無線機器に適用されています。
身近な機器としては電子レンジやコードレス電話、Bluetooth等が2.4GHz帯を
利用しており、無線LANネットワーク構築時には5GHz帯の周波数と比べ電波干
渉について留意する必要があります。

5GHz帯
2005年以前は日本独自で5.15~5.25GHzの J52を使用していましたが、電
波法改正に伴い、世界標準のチャンネルに変更され5.15~5.25GHzのW52と
5.25G~5.35GのW53が策定されました。この周波数帯は屋内での利用に限定され




